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新
１) 

 

か
つ
て
新
宿
歌
舞
伎
町
の
一
隅
に
都
立
の

女
学
校
が
あ
っ
た
と
聞
く
と
、
へ
え
ー
っ
と
お

ど
ろ
く
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
た

し
か
に
あ
っ
た
。
府
立
第
五
高
等
女
学
校
。

当
時
の
地
名
は
淀
橋
町
角
筈
で
、
大
正
９

年
４
月
の
開
校
。
わ
が
六
中(

大
正
11
年
開

設)

よ
り
少
し
古
い
。 

 

同
じ
新
宿
で
も
駅
を
中
心
に
南
北
に
離

れ
て
い
た
か
ら
、
ど
の
程
度
の
交
流
が
あ
っ
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。
私
な
ど
昭
和
18
年
の
入

学
生
は
「
非
常
時
」
の
生
徒
。
繁
華
街
な
ど

歩
こ
う
も
の
な
ら
、
叱
責
さ
れ
た
。 

 

だ
か
ら
、
同
じ
小
学
校
か
ら
第
五
高
女
に

進
学
し
た
同
期
生
と
親
し
く
食
事
を
す
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
昭
和
も
終
わ
り
に
な
っ

て
か
ら
だ
。 

 

し
か
し
、
こ
ん
な
唄
が
あ
る
。
「
六
中
つ
ん
つ

ん
節
」

＝
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
会
長
の
石

井
さ
ん
あ
た
り
は
知
っ
て
お
ら
れ
よ
う
が
、

若
い
方
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
唄
、
こ
う
始
ま
る
。 

♪
僕
は
六
中
の
五
年
生 

 

 
 
 

胸
に
五
つ
の
金
ボ
タ
ン 

つ
ん
つ
ん 

 
 

私
は
第
五
の
三
年
生 

 
 
 

燃
ゆ
る
思
い
の
セ
ー
ラ
ー
服 

つ
ん
つ
ん 

 

こ
れ
が
二
十
七
行
に
わ
た
って
、
続
く
。 

「
う
た
」
の
二
人
は
親
し
く
な
る
。
将
来
を
誓

い
あ
い
、
め
で
た
く
結
婚
し
た
。
「新
婚
旅
行

の
汽
車
の
中 

ふ
れ
あ
う
膝
の
恥
ず
か
し
さ
」

な
ん
て
い
う
詞
も
あ
る
。
や
が
て
子
宝
に
め

ぐ
ま
れ
そ
う
に
。
男
子
な
ら
断
然
六
中
に
、

女
な
ら
第
五
に
入
れ
よ
う
。
な
ん
て
い
う
詞

も
あ
る
。 

 

い
つ
頃
、
誰
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
が
定

か
で
な
い
が
、
私
は
戦
時
中
、
学
校
警
備
宿

直
の
夜
、
二
年
先
輩
が
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り

な
が
ら
、
教
え
て
く
れ
た
。
い
つ
空
襲
警
報

が
鳴
る
か
わ
か
ら
な
い
静
け
さ
の
中
で
、
先

輩
の
歌
う
「
つ
ん
つ
ん
」
が
、
な
ぜ
か
淋
し
く

ひ
び
い
た
。 

 

こ
の
「
う
た
」
、
第
五
の
卒
業
生
の
作
家
津

村
節
子
さ
ん
の
『
茜
色
の
戦
記
』
（
93
・
新
潮

社
）
と
い
う
作
品
に
も
登
場
す
る
。
第
五
は

昭
和
20
年
4
月
、
津
村
さ
ん
の
卒
業
直
後

に
空
爆
で
焼
失
し
た
。
戦
後
間
も
な
く
は

新
宿
区
内
の
小
学
校
校
舎
を
転
々
と
し
た

が
、
中
野
富
士
見
町
に
新
校
舎
を
建
て
、

富
士
高
校
に
な
っ
た
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
生

徒
会
で
の
交
流
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
学
区

の
違
い
も
あ
って
、
疎
遠
に
な
った
よ
う
だ
。 

 

私
が
教
師
と
し
て
最
初
に
赴
任
し
た
の
が

こ
の
富
士
高
校
。
質
の
い
い
生
徒
た
ち
に
啓

発
さ
れ
楽
し
い
三
年
を
過
ご
し
た
が
、
「
つ
ん

つ
ん
節
」
は
生
ま
れ
な
か
った
。 

 
 

追
記

 
 

山
下
美
智
惠(

新
29) 

 
昨
年
の
総
会
二
次
会
。
森
氏
の
お
店
中
州

「
コ
ザ
ッ
ク
」で
、
佐
藤
一
生
先
輩
が
水
泳
部
仕

込
み
（？
）の
こ
の
唄
を
歌
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤

先
生
が
書
か
れ
た
よ
う
に
哀
切
な
メ
ロ
デ
ィ
ー

の
繰
り
返
し
で
す
が
、
歌
詞
は
、
六
中×

第

五
カ
ッ
プ
ル
の
行
く
末
を
追
う
面
白
さ
で
し
み

じ
み
と
聞
き
入
って
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

朝
陽
同
窓
会
、
旧
か
ら
新
へ
の
縦
に
長
ぁ
ー

い
世
代
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
の
「
う
た
」
。
佐
藤

先
生
ご
連
載
の
「
思
ひ
」
も
こ
こ
に
あ
る
の
で

は
？
と
、
今
年
の
総
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

こ
の
「
つ
ん
つ
ん
節
」
や
旧
制
「
中
学
校
歌
」
、

「六
中
五
万
節
」
の
歌
詞
も
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
突
然
の
お
願
い
で
し
た
が
、
高
田

先
輩
に
は
勇
ま
し
い
「
旧
校
歌
」
、
佐
藤
一
生

先
輩
に
は
情
感
た
っぷ
り
の
「五
万
節
」「つ
ん
つ

ん
節
」
を
模
範
歌
唱
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん

も
歌
詞
を
見
な
が
ら
「つ
ん
つ
ん
♪
」と
ご
唱
和

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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そ
の

 

 

大
分
の
出
身
、
夭
折
滝
廉
太
郎
は
「荒
城
の
月
」で
す
。
豊
後
竹
田
の
岡
城
趾
を
謳
った
こ

の
名
曲
が
音
楽
の
教
科
書
か
ら
消
え
る
と
の
こ
と
、
こ
れ
も
ご
時
世
で
し
ょ
う
か
。 

 

県
庁
前
の
遊
歩
公
園
に
あ
る
こ
の
像
は
、
廉
太
郎
と
同
郷
、
朝
倉
文
夫
の
作
で
す
。
じ
つ

は
大
隈
重
信
像
も
そ
う
な
の
で
す
。
わ
た
く
し
、
早
稲
田
出
な
が
ら
最
近
そ
れ
を
知
り
ま

し
た
。
恥
ず
か
し
。 

 

東
京
上
野
公
園
の
奏
楽
堂
前
に
も
こ
の
廉
太
郎
像
が
あ
り
ま
す
。
朝
倉
文
夫
を
も
っと

知
る
な
ら
、
近
く
の
朝
倉
彫
塑
館
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。  

 

私
事
で
恐
縮
。
58
歳
で
会
社
を
辞
め
ま
し
た
。
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
、
残
さ
れ
た
人
生
を
自
由
に
生
き
よ
う
と
の
目
論

み
。
し
か
し
そ
う
は
問
屋
が
卸
し
ま
せ
ん
。
訳
あ
って
、
大
分
市
の
私
立
中
高
一
貫
校
、
岩
田
学
園
の
理
事
長
を
引
き
受
け
る
羽

目
に
…
、
運
命
で
す
。
生
ま
れ
育
ち
住
み
慣
れ
た
東
京
か
ら
大
分
に
移
り
、
早
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

こ
こ
は
良
い
所
で
す
。
住
め
ば
都
。
温
泉
や
海
の
幸
山
の
幸
に
恵
ま
れ
、
気
候
温
暖
に
し
て
、
台
風
知
ら
ず
。
こ
の
大
分
の
風
物

を
ス
ケ
ッ
チ
と
駄
文
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 
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二
十
二
年
度
総
会
の
総
括 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

幹
事
長 

小
泉
純
理
（
新
７
） 

 

今
年
度
総
会
は
、
平
成
18
年
３
月
に
新
た

な
支
部
組
織
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
10
月

に
最
初
の
年
次
総
会
を
開
催
し
て
か
ら
５
回

目
の
総
会
に
な
る
。
参
加
者
は
設
立
総
会
が

32
名
で
最
多
、
18
年
22
名
、
19
年
23
名
、

20
年
23
名
、
21
年
が
18
名
で
あ
っ
た
。 

 

幹
事
会
と
し
て
は
参
加
者
増
を
目
指
し
、

今
年
は
過
去
会
員
を
含
め
、
現
在
会
員
未
登

録
の
58
名
の
九
州
在
住
同
窓
生
に
も
、
総

会
案
内
往
復
葉
書
を
送
付
し
た
が
、
こ
こ
か

ら
の
参
加
者
は
皆
無
で
、
未
返
信
者
が
33
名

と
い
う
惨
憺
た
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。 

他
方
、
会
員
か
ら
の
参
加
者
も
20
名
（
当

日
キ
ャ
ン
セ
ル
２
名
実
質
18
名
）
と
例
年

並
み
。
し
か
し
会
員
73
名
か
ら
の
未
返
信

者
は
11
名
で
、
不
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
や

む
な
き
事
由
が
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。 

 

現
在
の
登
録
会
員
も
、
組
織
再
発
足
か
ら

５
年
を
経
て
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
同
窓
に

対
す
る
絆
意
識
を
有
す
る
人
々
に
限
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
数
は

転
居
、
そ
の
他
で
入
替
わ
り
は
あ
る
も
の
の

70
名
弱
に
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
九
州
支
部
も
よ
う
や
く
組
織
の

基
盤
は
確
立
さ
れ
て
き
た
と
判
断
し
て
良
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

組
織
の
運
営
と
し
て
は
、
い
た
ず
ら
に
組
織

の
拡
大
な
ど
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
の

組
織
の
絆
を
よ
り
一
層
強
固
な
も
の
と
し
、

組
織
の
永
続
性
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
言
え
ば
、
登
録
会
員
が
よ
り
多
く
組
織

の
集
ま
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
趣

旨
、
時
期
、
場
所
、
時
間
な
ど
を
検
討
す
る
。

そ
し
て
自
主
的
に
組
織
へ
の
参
入
を
希
望
す

る
同
窓
生
を
受
け
入
れ
る
べ
く
、
会
報
な
ど

を
通
じ
て
組
織
の
情
報
公
開
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

努
め
る
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
今
年
の
総
会
参
加

者
の
中
に
特
筆
す
べ
き
三
点
が
あ
っ
た
。 

・
そ
の
一
は
小
代
伸
博
さ
ん
（
旧
21
）
の

参
加
で
あ
る
。
石
井
会
長
と
小
代
氏
の
奥
様

が
あ
る
会
合
で
同
席
し
、
ご
主
人
が
六
中
に

在
籍
さ
れ
て
い
た
と
の
話
か
ら
今
回
の
参
加

に
結
び
つ
い
た
。
氏
が
懇
親
会
で
自
己
紹
介

さ
れ
た
よ
う
に
、ご
自
身
は
六
中
４
年
の
時
、

熊
本
に
転
居
し
、
卒
業
は
現
在
の
熊
本
済
々

高
校
で
、
六
中
の
同
期
生
は
旧
21
回
卒
業

生
に
な
る
。
戦
中
の
多
感
な
青
春
時
代
を
過

ご
し
た
思
い
出
深
い
新
宿
の
同
窓
会
に
、
今

回
、
そ
し
て
今
後
と
も
参
加
さ
れ
た
い
と
の

ご
希
望
で
、
厳
密
に
は
同
窓
生
で
は
な
い
が

幹
事
会
も
歓
迎
し
た
次
第
で
あ
る
。 

・
そ
の
二
は
岡
本
稔
幹
事
同
期
生
の
佐
治
尚

雄
さ
ん
が
、
在
住
の
広
島
に
同
窓
会
組
織
が

な
く
九
州
支
部
に
入
り
た
い
が
ど
う
だ
ろ
う

か
と
い
う
問
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
佐
治
氏
を

通
し
て
、
広
島
在
住
の
同
窓
生
に
も
自
主
的

参
入
者
が
出
て
く
れ
ば
今
後
と
も
大
い
に
歓

迎
し
た
い
。
そ
の
た
め
、
会
則
の
第
４
条
に

（
３
）
項
を
加
え
た
。 

・
そ
の
三
は
設
立
総
会
時
と
同
様
、
本
部
派

遣
の
吉
村
悟
幹
事
長
が
新
７
回
同
期
生
３

人
を
同
行
し
、
翌
日
か
ら
の
人
吉
方
面
Ｓ
Ｌ

旅
行
の
行
き
が
け
に
、
皆
で
懇
親
会
に
参
加

し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
総
会
を
よ

り
賑
や
か
に
し
、
世
代
、
地
域
を
越
え
た
同

窓
生
の
絆
の
深
耕
、
思
わ
ぬ
人
脈
の
発
掘
な

ど
同
窓
生
な
ら
で
は
の
得
難
い
成
果
も
期
待

し
得
る
。
支
部
と
し
て
は
、
彼
ら
の
旅
行
の

段
ど
り
、
ガ
イ
ド
な
ど
全
面
的
に
協
力
を
し

た
。
こ
う
し
た
交
流
が
、
い
ず
れ
北
海
道
あ

る
い
は
東
北
と
九
州
と
い
っ
た
そ
の
他
各
支

部
間
で
折
々
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部

組
織
運
営
に
関
す
る
情
報
交
換
が
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

 

今
年
度
総
会
は
定
例
の
吉
村
幹
事
長
に

よ
る
母
校
の
現
況
紹
介
、
新
任
の
朝
陽
編
集

長
西
出
紀
久
氏
の
挨
拶
を
最
後
に
１
時
間

で
終
了
。
続
い
て
世
代
ご
と
の
４
テ
ー
ブ
ル

間
を
そ
れ
ぞ
れ
行
き
来
し
、
２
時
間
の
楽
し

い
懇
親
会
。
最
後
に
「
校
歌
」「
健
児
の
う

た
」の
全
員
に
よ
る
斉
唱
で
散
会
と
な
っ
た
。 

【参
加
者
】（敬
称
略
） 

 

高
田
勇
（旧
18
） 

小
代
伸
博
（旧
21
） 

 

石
井
幸
孝
（新
３
） 

豊
田
信
夫
（新
７
） 

 

小
泉
純
理
（新
７
） 

神
武
節
子
（新
７
） 

 

蜷
木
陽
子
（新
８
） 

森
重
夫
（新
10
） 

 

成
瀬
輝
一
（新
12
） 

大
羽
宏
一
（新
13
） 

 

岡
本
稔
（新
14
） 

佐
治
尚
雄
（新
14
） 

 

野
上
秀
昭
（新
15
） 

佐
藤
一
生
（新
16
） 

 

小
山
春
美
（新
25
） 

小
林
牧
（新
28
） 

 

山
下
美
智
惠
（新
29
） 

白
井
康
生
（新
47
） 

【特
別
参
加
者
】 

 

吉
村
悟
、小
出
富
江
、伊
藤
千
秋
、三
橋
宏  

 
（以
上
新
７
）、西
出
紀
久
（新
15
） 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

平
成
21
年
度
決
算 

 

決
算
書
に
記
載
ど
お
り
三
六
、
五
四
三
円

の
繰
越
金
を
も
って
決
算
し
、
豊
田
信
夫
監

査
役
に
よ
る
会
計
監
査
を
受
け
ま
し
た
。 

会
員
の
動
静 

 

会
員
名
簿
の
と
お
り
平
成
22
年
10
月
１

日
現
在
会
員
は
70
名
（
正
会
員
66
名
、
地

域
外
会
員
３
名
、
名
誉
会
員
１
名
）で
す
。 

退
会 

 

・
針
浦 

義
達
（旧
15
）  

 
 

平
成
22
年
２
月
29
日
ご
逝
去 

・
菖
蒲 

公
治
（新
30
） 

会
則
第
11
条 

・
植
村 

伸
宏
（新
10
） 

会
則
第
11
条 

・本
村 

久 
 

（新
４
） 

会
則
第
11
条 

入
会 

 

・
小
代 

伸
宏
（旧
21
） 

会
則
第
４
条
（３
） 

・
佐
治 

尚
雄
（新
14
） 

会
則
第
４
条
（３
） 

年
会
費
徴
収
（千
円
） 

 

今
年
度
会
費
に
つ
い
て
、
振
込
取
扱
票
を

同
封
し
た
方
は
未
納
で
す
か
ら
、
こ
の
用
紙

に
よ
っ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
昨
年

度
会
費
に
つ
い
て
は
４
名
の
未
納
者
が
あ
り
、

残
念
な
が
ら
内
３
名
が
退
会
と
な
り
ま
し

た
。 

次
期
総
会
開
催
に
つ
い
て 

 

「
22
年
度
総
会
の
総
括
」
に
も
記
し
ま
し

た
が
次
年
度
総
会
開
催
に
つ
い
て
、
よ
り
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会

員
各
位
の
ご
意
見
、
ご
希
望
、
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

事
務
局 


